
本部 ( 茨城県つくば市 )

●中⽇本農業研究センター
●農村⼯学研究部⾨
●作物研究部⾨
●畜産研究部⾨
●⾷品研究部⾨
●果樹茶業研究部⾨
●野菜花き研究部⾨
●⽣物機能利⽤研究部⾨
●農業環境研究部⾨
●植物防疫研究部⾨
●動物衛⽣研究部⾨
●基盤技術研究本部

･農業情報研究センター
･農業ロボティクス研究センター
･遺伝資源研究センター
･⾼度分析研究センター

種苗管理センター

sh-www@naro.go.jp

2026/5/12

鉄道＆路線バス
●つくばエクスプレス つくば駅下⾞
つくばセンターからつくバス南部シャトル「茎崎窓⼝セン
ター」「⾼齢者⽀援センターくきざき」⾏きに乗⾞(約18分)
→「農林団地中央」下⾞→徒歩 (約7分)
●つくばエクスプレス みどりの駅下⾞
みどりの駅からつくバス⾃由ケ丘シャトル「富⼠⾒台」⾏
きに乗⾞ (約20分)→「農林団地中央」下⾞→徒歩 (約7分)
●JR 常磐線 ⽜久駅下⾞
⽜久駅から関東鉄道バス「⾕⽥部⾞庫」「⽣物研⼤わしキャ
ンパス」⾏きに乗⾞ (約20分)→「農林団地中央」下⾞→
徒歩 (約7分)

⾃動⾞
常磐⾃動⾞道  ⾕⽥部IC より約５km
圏央道  つくば⽜久IC より約 4ｋｍ
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2026 年 4 ⽉組織改正のポイント

●⾷料安全保障、競争⼒強化、⽣産性向上及び環境保全
の実現を⽬指す研究セグメント体制に再編

●スマート農業普及の司令塔部署の新設、連携ハブ機能
の拡充、⼈材育成・配置及び施設管理の最適化に向け
た本部組織の⾒直し

・北海道農業研究センター（北農研）
・東北農業研究センター（東北研）
・中⽇本農業研究センター（中農研）
・⻄⽇本農業研究センター（⻄農研）
・九州沖縄農業研究センター（九沖研）

・農村⼯学研究部⾨（農⼯研）
・農業機械研究部⾨（農機研）
・作物研究部⾨（作物研）
・畜産研究部⾨（畜産研）

・⾷品研究部⾨（⾷品研）
・果樹茶業研究部⾨（果茶研）
・野菜花き研究部⾨（野花研）
・⽣物機能利⽤研究部⾨（⽣物研）

・農業環境研究部⾨（農環研）
・植物防疫研究部⾨（植防研）
・動物衛⽣研究部⾨（動衛研）

   基盤研究理事室
・農業情報研究センター（農情研）
・農業ロボティクス研究センター（ロボ研）
・遺伝資源研究センター（資源研）
・⾼度分析研究センター（分析研）
種苗管理センター（種苗 C）
⽣物系特定産業技術研究⽀援センター (BRAIN)

2026 年４⽉から第６期中⻑期計画がスタート 2026.4.1 現在

理事⻑室
NARO開発戦略センター (NDSC)
企画戦略本部
 セグメントⅠ〜Ⅳ理事室
 経営企画部
 研究統括部
 技術⽀援統括部
 規制実験管理室
事業開発部
スマート農業推進部
知的財産部
広報部
管理本部
 業務改⾰推進部
 総務部
 各管理部
デジタル戦略部
内部統制推進部
⼈事部
評価室
監査室

農研機構は「⾷品・農業・⾃然資本を安全保障・産業創出の中核に」をスロー
ガンに、⾷料安全保障と⾷料⾃給⼒の向上、開発技術の国内外への展開、農産物・
⾷品の輸出拡⼤と新産業創出、事業性確保と環境保全の両⽴に貢献します。

そのために、「⾷」を未来につなぐ責任と覚悟を持ち、
・明確なビジョンに基づくマネジメントを推進します
・「構造知」を翻訳し、社会へつなぎ、変⾰を⽣み出します
・役職員全員が価値創造の主体となります

基礎から実⽤化までハイインパクトな成果を創出する研究開発戦略
明確な⽬標設定と出⼝戦略の下、➀専⾨研究を担うセグメント研究と➁先端基盤研究を柱として、③セグ
メント横断研究、④ボトムアップ型研究、⑤技術適⽤研究を組み合わせ、戦略的な研究開発を徹底します。

   セグメントⅠ     ⾼収益地域スマート⽣産システム
地域に特徴的な気象条件や経営に合ったスマート農業技術等の開発により、⽣産性や収益性の向上等によ
る⾷料安全保障確保と持続可能な⽣産システム構築に貢献する

   セグメントⅡ     ネクスト⽣産基盤システム
農地・⽔利施設、農業機械、作物・畜産等のスマート⽣産基盤に関する技術開発と結集、地域農業研究センター
との連携により、⾶躍的な⽣産性向上を実現し、⾷料安全保障の確保に貢献する

   セグメントⅢ        ⾰新的バイオ・フードシステム
国産農産物・⾷品の利⽤技術のスマート化、果樹・野菜等の⽣産⼒向上技術の開発、⾰新的農作物・⾷品
等の開発により、我が国の農業・⾷品産業の産業競争⼒を強化し、輸出拡⼤と新市場開拓に貢献する

   セグメントⅣ    環境変動適応⽣産システム
環境と調和を図りつつ安定的に⾷料⽣産が可能な⽣産システムの確⽴と農畜産業の持続性の向上による⾷
料安全保障の確保に貢献する

基盤技術研究本部 共通基盤技術
先端研究基盤の整備と活⽤により、セグメント研究の成果創出を加速化し、⽇本の農業・⾷品産業のデジ
タル化と持続的発展に⼤きく貢献する

イノベーション創出に向けた農研機構のハブ機能強化
農研機構は産官学連携のハブとなり、イノベーション創出に向けて、役割を明確にしたプラットフォー
ム活動を展開します。⾃治体や公設試、企業や法⼈等との連携を強化し、イノベーションの芽となるコ
ア技術の普及・横展開を加速化します。


